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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公開番号】特開2012-231928(P2012-231928A)
【公開日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-050
【出願番号】特願2011-102158(P2011-102158)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３５５　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い表示結果を導出する遊技機であって、
　遊技者を検出する検出手段と、
　前記検出手段により遊技者が検出されないことに基づいて、前記遊技機の動作状態を省
電力状態に移行させる省電力移行手段とを備え、
　前記省電力移行手段は、前記検出手段により遊技者が検出されないときに、可変表示が
実行されていないことを条件として、前記省電力状態に移行させる、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能である遊技機であって、
　遊技者を検出する検出手段と、
　前記検出手段により遊技者が検出されないことに基づいて、前記遊技機の動作状態を省
電力状態に移行させる省電力移行手段とを備え、
　前記省電力移行手段は、前記検出手段により遊技者が検出されないときに、前記有利状
態に制御されていないことを条件として、前記省電力状態に移行させる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機等の遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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　（１）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、可変表示を行い表示結果を
導出する遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、遊技者を検出する検出手段（
例えばステップＳ２２３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記検出手
段により遊技者が検出されないことに基づいて、前記遊技機の動作状態を省電力状態に移
行させる省電力移行手段（例えばステップＳ２２４～Ｓ２３１の処理を実行する演出制御
用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記省電力移行手段は、前記検出手段により遊技者が検
出されないときに、可変表示が実行されていないことを条件として、前記省電力状態に移
行させる（例えばステップＳ７５の演出制御プロセス処理にて用いられる演出プロセスフ
ラグの値が“１”～“３”のいずれかである場合に、ステップＳ２２１におけるＮｏの判
定に基づきステップＳ２２２以降の処理が実行されない一方、演出プロセスフラグの値が
“０”である場合に、ステップＳ２２１におけるＹｅｓの判定に基づきステップＳ２２２
以降の処理が実行可能となる部分など）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような構成によれば、遊技者が検出されないときに、可変表示が実行されていない
ことを条件として、省電力状態に移行させる。これにより、適切に省電力状態への移行を
行うことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（２）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利
状態（例えば大当り遊技状態など）に制御可能である遊技機（例えばパチンコ遊技機１な
ど）であって、遊技者を検出する検出手段（例えばステップＳ２２３の処理を実行する演
出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記検出手段により遊技者が検出されないことに基づい
て、前記遊技機の動作状態を省電力状態に移行させる省電力移行手段（例えばステップＳ
２２４～Ｓ２３１の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記省電力
移行手段は、前記検出手段により遊技者が検出されないときに、前記有利状態に制御され
ていないことを条件として、前記省電力状態に移行させる（例えばステップＳ７５の演出
制御プロセス処理にて用いられる演出プロセスフラグの値が“４”または“５”である場
合に、ステップＳ２２１におけるＮｏの判定に基づきステップＳ２２２以降の処理が実行
されない一方、演出プロセスフラグの値が“０”である場合に、ステップＳ２２１におけ
るＹｅｓの判定に基づきステップＳ２２２以降の処理が実行可能となる部分など）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、遊技者が検出されないときに、有利状態に制御されていない
ことを条件として、省電力状態に移行させる。これにより、適切に省電力状態への移行を
行うことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（３）上記（１）または（２）の遊技機において、前記遊技機の前面における所定範囲
内に進入した対象物を検知する近接検知手段（例えば遊技者センサ３２など）を備え、前
記検出手段は、前記近接検知手段により対象物が検知されなくなったときに、遊技者が検
出されないと判定してもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このような構成においては、遊技機の前面における所定範囲内に進入する対象物が近接
検知手段によって検知されなくなったときに、遊技者が検出されないと判定される。これ
により、遊技者を確実に検出することで、適切に省電力状態への移行を行うことができる
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（４）上記（１）から（３）のうちいずれかの遊技機において、前記省電力状態である
ときに、前記検出手段によって遊技者が検出されたことに基づいて、前記遊技機の動作状
態を前記省電力状態から復帰させる復帰手段（例えばステップＳ７１の起動時設定処理を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）を備えてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このような構成においては、省電力状態であるときに遊技者が検出されたことに基づい
て、省電力状態から復帰させる。これにより、適切に復帰させることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（５）上記（１）から（４）のうちいずれかの遊技機において、省電力状態から復帰さ
せるときに、所定の報知を行う復帰時報知手段（例えばステップＳ２０８の処理を実行す
る演出制御用ＣＰＵ１２０など）を備えてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１６】
　このような構成においては、省電力状態から復帰させるときに、所定の報知が行われる
。これにより、遊技者が省電力状態からの復帰を明確に認識することができ、遊技者の混
乱を防止できる。


	header
	written-amendment

